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《2002年 国際山岳年記念事業を成功させよう/》

国
際
山
岳
年
を
記
念
し
て

『
ア
ジ

エ
ン
ダ
２
１
　
埼
玉
』

山
岳
地
域
の
環
境
保
護
を
め
ざ
す

（
２
１
世
紀
の
地
球
保
全
の
環
境
を
め
ざ
す
）

２
０
０
２
年
、
国
連
が
定
め
た
国
際
山
岳
年
が
い
よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
し
た
。
こ
の
１
年
、
山
々
の
環
境
と
山
麓
の
文
化
の
見
直
し

を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
世
界
各
地
で
多
様
な
行
動
が
繰
広
げ
ら

れ
る
。

１
９
９
２
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、

２
１
世
紀
の
地
球
環
境
の
保
全
を
目
指
す
ア
ジ

ェ
ン
ダ
２
１
が
採

択
さ
れ
た
。
国
際
山
岳
年
は
、
こ
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
２
１
の
山
岳
地

域
の
環
境
保
護
を
目
指
す
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
第
１
３
章
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
に
さ
ら
さ
れ
、
山
々
は
、
見
た
ほ

ど
に
は
強
い
も
の
で
は
な
い
。
意
外
に
脆
い
山
々
を
世
界
の
山
を

愛
す
る
人
間
た
ち
の
力
で
護
ろ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。

各
国
で
国
内
委
員
会
が
発
足
し
昨
年
１
２
月
現
在
、
４
６
ヶ
国
を

数
え
る
、
日
本
で
も
昨
年
１
１
月
、
田
部
井
淳
子
氏
を
委
員
長
に
、

日
本
委
員
会
が
発
足
し
た
。
山
々
を
大
事
に
考
え
る
学
術
、
登
山

界
の
代
表
た
ち
で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
委
員
会
は
む
こ
う
１
年
、
各

地
で
開
催
さ
れ
る
山
岳
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
、
行
事
を
支
援
し
、

情
報
と
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

登
山
の
世
界
で
特
筆
さ
れ
て
い
い
の
は
、
山
岳
団
体
が
そ
ろ
っ
て

一
つ
の
仕
事
を
や
ろ
う
、
と
立
ち
上
が

っ
た
こ
と
だ
。
国
際
山
岳

連
盟
に
呼
応
し
て
、
９
月
１
４
～
１
６
日
の
連
体
に
は
全
国

一
斉

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
自
然
保
護
部

埼
玉
県
山
岳
連
盟
で
は
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

県
山
岳
連
盟
主
催
　
奥
秩
父
環
境
登
山

平
成
１
４
年
９
月
１
５
日
（日
）
～
１
６
日
（月
）

詳
細
は
、
後
日
発
表
し
ま
す
。

(岳連旗を前に評議員総会 会場 。北本文化センター )
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埼
玉
県
山
岳
連
盟

平
成
十
四
年
度
評
議
員
総
会
議
事
録

時
．　
　
　
　
　
平
成
１
４
年
４
月
２
０
日
（土
）Ｐ
Ｍ
ｌ
時
～
Ｐ
Ｍ
３
時

所
　
　
　
　
　
北
本
市
・北
本
文
化
セ
ン
タ
ー

会
　
　
　
　
　
加
藤
事
務
局
長

規
約
第
２
６
条
に
よ
る

総
会

会
議
成
立
を
宣
言

開
会
の
言
葉
　
　
　
武
井
副
会
長

県
岳
連
会
長
挨
拶
　
田
中
会
長

議
長
選
出
　
　
　
　
規
約
第
２
２
条
２
項
に
よ
り
田
中
会
長
を
選
出

議
事
録
作
成
者
　
　
議
長
指
名
に
よ
り
　
広
報
担
当
　
岩
井
田
選
出

議
　
事

【第

一
号
議
案

。
事
業
報
告
】
平
成
１
３
年
度
事
業
報
告

総
括
報
告
　
　

一一　
　
　
　
　
福
田
理
事
長

《各
部
報
告
》

指
導
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
指
導
部
長

競
技
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
野
競
技
部
長

遭
難
対
策
部
　
　
　
　
　
　
　
瀬
籐
遭
対
部
長

海
外
登
山
部
　
　
　
　
　
　
　
烏
部
長

自
然
保
護
部
　
　
　
　
　
　
　
一一ブ
木
委
員
長

事
務
局
広
報
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
田
副
局
長

５
９
国
体
準
備
委
員
会
　
　
　
平
沼
準
備
委
員
長

５
９
国
体
選
手
強
化
委
員
会
　
（代
理
）加
藤
事
務
局
長

☆
第

一
号
事
業
報
告
に
つ
い
て

報
告
書
の
通
り
承
認
さ
れ
る

【第
二
号
議
案

。
事
業
報
告
】

平
成
１
３
年
度
決
算
報
告

収
入
の
部
。支
出
の
部
。残
高
・報
告
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
事
務
局
長

特
別
会
計
・
５
９
国
体
準
備
金
・選
手
強
化
費
決
算
報
告

収
入
の
部
・支
出
の
部
・残
高
報
告
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
事
務
局
長

監
査
報
告
　
会
計
監
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
監
事

《適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
報
告
し
ま
す
。
》

☆
第
２
号
事
業
報
告
に
つ
い
て

訂
正
を
含
め
報
告
書
の
通
り
承
認
さ
れ
る

司 場 日

質
疑
　
負
担
金
に
つ
い
て
（坂
田
評
議
員
）

Ｑ
¨
負
担
金
に
つ
い
て
の
説
明
を
充
分
に
し
て
は
し
い
¨

Ａ
¨
今
後
理
事
会
等
に
て
充
分
審
議
し
こ
れ
を
周
知
さ
せ
ま
す
。

【第
三
号
議
案

。
平
成
１
４
年
度
役
員
】
　
　
　

福
田
理
事
長

平
成
１
４
年
度
役
員
選
出

資
料
に
基
づ
く
役
員
名
簿

・
組
織
図
に
よ
り

☆
会
長
以
下
全
員
承
認
さ
れ
る
。

【第
四
号
議
案

。
平
成
１
４
年
度
事
業
計
画
案
】

平
成
１
４
年
度
事
業
計
画
案

事
務
局
計
画
　
加
藤
事
務
局
長

指
導
部
上
既
技
部
・遭
難
対
策
部
。海
外
登
山
部
。自
然
保
護
部
・事
務

局
広
報
・５
９
国
体
実
行
委
員
会
・５
９
国
体
選
手
強
化
委
員
会
の
各

一部
計
画
案
を
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
事
務
局
長

自
然
保
護
に
つ
い
て
（小
高
評
議
員
）

自
然
保
護
指
導
員
の
勉
強
会
等
の
開
催
は
な
い
の
で
す
か
、役
員
等

に
て
参
加
し
た
い
。
又
指
導
員
に
な
る
た
め
の
登
録
方
法
、書
式
作
成

方
法
・提
出
先
等
を
知
ら
せ
て
は
し
い
。

今
年
度
計
画
の
行
事
等
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
一一プ
木
理
事

登
録
方
法
等
に
つ
い
て
は
今
後
広
報
を
通
じ
充
分
周
知
さ
せ
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
事
務
局
長

情
報
を
公
開
・提
供
し
て
ほ
し
い
、特
に
中
高
年
対
策
の
講
習
会
・

研
修
会
等
を
開
催
要
望
し
ま
す
。
　
　
　
　
（小
高
評
議
員
）

今
後
の
計
画
運
営
に
あ
た
り
充
分
考
慮
し
ま
す
。　
加
藤
事
務
局
長

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
。会
員
名
簿
に
つ
い
て
（坂
田
評
議
員
）

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
の
報
告
・予
算
使
途
・計
画
が
不
明
で
あ
り
、明
確
に

し
て
ほ
し
い
。
会
員
証
・名
簿
発
行
に
つ
い
て
予
定
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

会
員
名
簿
に
つ
い
て
は
出
て
い
る
範
囲
内
で
名
簿
発
行
し
ま
す
。

福
田
理
事
長

現
在
４
９
団
体
１
０
７
２
名
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
加
藤
事
務
局
長

☆
修
正
を
含
め
計
画
書
の
通
り
承
認
さ
れ
る
。

【第
五
号
議
案

・
平
成
１
４
年
度
予
算
案
】

平
成
１
４
年
度
予
算
案

加
藤
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明

☆
予
算
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
る
。

一
号
よ
り
五
号
議
案
は
す
べ
て
承
認
成
立
し
ま
し
た
。
　

田
中
　
議
長

【そ
の
他
】

田
中
議
長
よ
り
補
足
説
明
あ
り

小
高
英
雄
氏

・
芝
田
信
子
氏
を
監
事
と
し
て
選
出
　
　
全
員

一

春
日
部
市
役
所
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
県
岳
連
加
盟
　
全
員

一

加
盟
の
挨
拶

（土
屋
評
議
員
）

閉
会
の
こ
と
ば

閉
会
宣
言
　
平
沼
副
会
長

議
長
及
び
議
事
録
作
成
者
　
そ
の
任
を
解
く
。

平
成
１
４
年
４
月
２
０
日
　
議
事
録
作
成
者
　
岩
井
田
　
正
昭

質

Q疑
質

Qtt A
質

Qtt AA

致 致

承 承
認 認

さ
る
４
月
２
０
日
午
後
１
時
よ
り
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
１
４
年
度
評
議
員
総
会
を
行
っ
た
。
今
回
、
特
に
土
曜
日
の
昼
時
間

帯
に
総
会
を
開
催
し
、
多
数
の
参
加
を
え
て
活
発
な
会
議
を
お
こ
な
っ

た
。
別
項
議
事
録
の
と
お
り
武
井
副
会
長
開
会
の
言
葉
、
田
中
会
長
挨

拶
の
あ
と
議
長
を
選
出
し
、
直
ち
に
会
議
を
お
こ
な
っ
た
。

冒
頭
に

「
５
９
国
体
」
お
よ
び

「国
際
山
岳
年
２
０
０
２
年
」
を
今
年

の
テ
ー
マ
と
し
て
各
事
業
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

又
、
会
議
修
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
他
会
と
の
懇
親

・
意
見
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。

(懇親会々場にて談笑する武丼冨」会長ら)
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平成14年度 第6回 秩父武甲山登山競走大会成績表

【少年男子の部】 〈大会記録 :4651若 月寛俊(H13)〉

【少年女子の部】

※負荷重量 :5kg

〈大会記録:143.27吉 田 綾乃(H13)〉

【成年男子の部】

※負荷重量 :5kg

〈大会記録 :50.05工 藤博之(H12)〉

【成年女子の部】

※負荷重量 :5kg

〈大会記録 :11052藤原定子(H12)〉

参加団体

※負荷重量 :無 し

深谷山岳会/桶川山の会/加須スポーツクライミングクラブ/大宮山岳会
大宮32連隊/越生七福神トライアスロンクラブ/朝霞市役所/勝沼一人旅
/渋谷区役所/日 本光電山岳部/狭山市役所走友会/浦和中央郵便局/
川越高校/深谷高校/春日部東高校/浦和東高校/狭山経済高校/
聖望学園高校/鴻巣高校/越生小学校/越生中学校

地
元
の
山

・
武
甲
山
を
舞
台
に
、
登
山
の
基

本
で
あ
る
体
力
を
競
い
合
い
、
登
山
の
啓
蒙
、

普
及
、
発
展
の

一
助
と
す
る
登
山
競
争
大
会
と

位
置
付
け
た
第
６
回
大
会
が
、
小
雨
の
中
お
こ

な
わ
れ
た
。
参
加
５
３
名
中
５
２
名
完
走
。
平

均
タ
イ
ム
ー
時
間
１
６
分
４
０
秒
。
ま
た
第
３

位

（若
月
毅
俊
　
小
学
生
）
、
第
６
位

（若
月

直
俊
　
中
学
生
）
に
小
中
生
が
入
賞
す
る
と
い

う
記
録
を
の
こ
し
て
、
無
事
修
了
し
た
。

サ1贋位 氏 名 所属団体名及び学校名 コ
゛
―ルタイム

1 こ和田 達寛 県 立 Jil馘高 校 59.OC

2 網代 茂夫 県立深谷高校 10345
3 水野 裕史 県立春自部東高校 10641

順 位 氏 名 所属団体名及び学校名 コ
゛
―ルタイム

1 内間  愛 狭山経済高校 144.14

順 位 氏 名 所属団体名及び学校名 コ
゛
―ルタイム

小河内 吉哉 大宮32連隊 50.44

2 郷  秀実 越生七福神 丁C 5121
3 加藤 晶文 大宮32連隊 5204

順 位 氏 名 所属団体名及び学校名 コ
゛
―ルタイム

及 りll 冨 子 越生七福神TC 1.17.11

2 丸橋 朋子 加須クラブ 1.2519

3 山口 まき子 12812
※負荷重量 :5kg

【特別賞】

総合 llH位 氏 名 所属団体名及び学校名 コ
゛
―ルタイム

3 若月 毅俊 越生町立梅園 小学校 5130
6 若月 直俊 越生町立越生中学校 54.37

(田 中会長の開催挨拶)

(武甲山めざして雨中のスタート)
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平成14年度県山岳連盟0日本山岳協会 年間行事・予定表 選:::昔か祭日
10月 11月 12月 1月 2月 3月

‖縣 |li゛i::::'|:::::| | |イ′′|;;`,1:::: 蘇爾轟蓋萎轟醍蟹‖機 591劇 1権妻業螢1照腹

蝙 i16懺1顆 ミ1腑
輔 1霧磋 型1‖1蒻夢≡奎ヽ 鯰@蒻豪 :猟臨儲備臨無 , 物

1 (2～3自 然保護武甲山) 撃‖ヽ 積 1雪1期1講 1習1会 雪 1海 ■講■習 会

2 (2～ 3遭1難者慰霊祭) 毅‖繭i麟1講1薔1会 悪ヽ判締1市癬製

颯

4 襲|

5 菫山協1自然保護委員総会 ミ‖|に

7 ,‐ ‐|ダ|‐ 会‐議

(10'関東地区ヒマラヤ研究会)

こ|

11 59国 体実行委員会 跛 嚢‐犠讐欄1燃

日山協。海外女性懇談会 肺ヽ ■

鍼
14 雅 高校生C強化練習会

理 事 自然保護指導員研修会

JI‖‖薦嚢蘇議撒牒農務修裂

17 理 事

日1山1協

=新

‐春懇親会 常 任 理 事 会 理 事 〈
ム

常 任 理 事 会

il農ミミ菫彰多
22～ 23 (日 山協検定員講習会)

1躙 (目ILL協・海外登山技研) (口1山 1脇快定員講習会)

卵 ‖愉 |‖ 25～ 26

24 26～ 29 ⅢIサを (日 山協山岳レスキュー)

(.57国 体・視察 ) 理 事

571国 体■高知 黎

樹1鮒玲

セヽ″ら
=

広 報 発 行

広 報 発 行 *****

***** *****

《山をきれいに、トイレをよくする。……2001年 松本宣言》

59国体実行委員会 主務担当者

TEL FAX

大 長 田中 文男 048-775-1723 048-775-1723

実行 委 員会・総 括 福田 靖 0495-33-8563 0495-33-8563

審 判 部 ・ 部 長 森下 健七郎 0429-89-6976 0429-89-6976

競 技 部 ・ 部 長 平沼 伸一 0429-78-1355 0429-78-1355

総 務 部 ・部 長 加藤 富之 0276-52-1276 0276-52-1276

通 信 部 ・ 部 長 中山 法行 049-233-8645

医療救 護部・部 長 瀬藤 武 03-3706-4369 03-3706-4375

輸 送 部 ・ 部 長 烏 辰克 0489-95-8175

宿 泊 部 ・ 部 長 山口 定男 0280-84-2369 0280-84-2977

設 営 部 ・ 部 更

選 手強化 部・部長 大谷 明 0429-79-1102
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平成14年度県山岳連盟0日本山岳協会 年間行事0予定表 基::1昔不祭日
4月 5月 6月 7月 8月 9月

躙 | 蝙輻 1礫 馨⑮華萎髪薇1檬

褥 測辮協議蓑曇饉隧灘 尚

莉
静馨轟菫米無繭蒻套彗羹聾塾場ソ 予 1以‖|

夕を■三〇111111 ‖1晰 熱 ヽ 1彙 瘍 灘

1 (2奥1秩 父1山 開 き ) 8月 日 時 未 定 鱚 轟.‐‐燿癬難紫

2 59国体実行委員会 鰤i蝠 機1箭鶴 海外登山遠征計画

3 :凱Ⅲ鸞

4 lヽ|ヽ :ミ 1ヽ11111ヽ :| 全国山岳遭対協議会 1

5 11形 全国山岳遭対協議会

●

7
|llliイ i:::ヽヾ |ミ■i鰊 |

571自 体 基1準1会 議

9/第.3‐ 回 KAZO FI羞轟灘轟壼輯晨1数

国体選手強化会議 ,燿墾イ舅 冊1鰈
59国 体実行委員会

裂|

霜鋏 機| 59国体実行委員会

57国体リハーサル大会

14 滋|
59国 体実行委員会 (雲取山)

計 監 査 日山勒 鵬 会 欄‐肉 ‐黎

理 事 18～ 19 己||1機轟麗霧構藤轟琶酪幾 理 事 Iヽヽす::ξ :言:::::言 ::11‖  | |′i:`::::::::::墜

17 (自 然保護観察会 ) 理 事

18 海1外 1委1員1会 1総1会 常 任 理 事 会

(19～21国体理鉾墜導∋

20 判 ||||||サ莉
理 事 則

`鶴

‖ヽ 23～ 25

日1山 協遭1対
‐
研1究1会 (登 山 体 育 大 会 ) m14

三市町岳連合同会議 議 日山協全国参与会 ‖笏
η
″
一

24 ,71関1東 ブー|ロ

:基塾赳麟爾)淵1晨

28～ 29

(日 山協検定員講習会)

著|‐ 登■1霧 ■習 1会

1日 山1協1指1導委員総会 |

30 餞 広 報 発 行

***** 広 報 発 行 ***** 1山岳レースキニ‐■講習会 *****

県岳連 主務担当者・連絡先

TEL FAX TEL FAX

長 田中 文男 048-775-1723 048-775-1723
●
口 長 〔中田弘・武井 正男 森下 健七郎・牧野 要雄・平沼 伸一〕

理 事 長 福田 靖 0495-38-8563 0495-33-8563 ●
ロ 大谷 明 0429-79-1102

強 化 委 員 長 大谷 明 0429-79-1102 (副 )小暮 岳実

事 務 局 長 加藤 富之 0276-52-1276 0276-52-1276 (副)岩井田 正昭 049-245-6285 049-245-6285

指 導 部 長 中山 法行 049-233-8645 (副)秋庭 栄 048-775-2229

競 技 部 長 宮野 昇 048-573-3583 (副 )大倉 至 0480-58-1507

クライミング委員長 大倉 至 0480-58-1507 (副)村岡 正巳 0480-58-8288

国 体 委 員 長 長谷川 茂 048-523-1223 一昌

遭 対 部 長 瀬藤 武 03-3706-4369 03-3706-4375 一昌

海 外 登 山 部 長 烏 辰克 0489-95-8175 (副)内野 安登 042-922-8838 042-922-8838

海外登山委員長 天野 賢一 048-298-2082 048-298-2082 (副)成 田大介 4ヽ沢 直宏・井上 仁

自 然 保 護 部 長 山口 定男 0280-84-2369 0280-84-2977 (副)岩崎 繁夫 048-442-0833

自然保護委員長 三ツ木 達男 048-432-2959 (副)瀬戸 朋義 0494-24-9812

ジュニア委員長 町田 伸一 048-622-8386 048-622-8386 一昌



(6)第 13号 埼 玉 岳 連 報 平成14年 6月 30日 発行

雪[ 団体名 (会名 ) 事務 所 事務 担 当者 会員数 TEL・ 3へX 代表者

1 川 国市登 山同好 会 332-0011 川 口市元郷 5212 相沢 重夫 1135 048-224-8313 内野 操

2 グループ・ド・ピォレ 338-0826 さいたま市大久保領家165-11 菅野 修 一 048853-26b7・ 同じ 寺島 和男

3 日産ディーゼル 山岳部 332-0031 川 口市青木 41945 岩 武 成 秋 0482583236・ 同じ 井上 一義

4 口市役所山岳会 332-0064 川 口市領 家3卜 18 黒澤 岡J成 12 048-223-1845 庄 司 芳 幸

5 蕨ハイキングクラブ 335-0003 蕨市南町4258 石塚 文雄 17 048-442-5671 中沢 恒美

6 浦和山岳会 336-0934 さいたま市大谷口6562 安島 雅文 048-885-7378 田中 文 男

7 浦和渓稜山岳会 336-0013 さいたま市東岸町816 掛り 統 之 048-882-37221司 じ 掛川 統 之

8 浦和市役所山岳部 336-0023 さいたま市神明2■ 6            1関 根 喜昭 7 関根 喜昭

浦和西岳友会 331-0043 ぎいたま市大成町24533            1渋 谷 直克 048-651-8815 北田 紘一

10 あゆむ山の会 330-0003 さいたま市深作4842 佐藤 求 048-684-1944・ 同 じ 佐 藤 求

11 浦和浪漫山岳会 350-0442 入間郡毛呂山町前久保324 飯 島 雄 二 14 049-294-9895 飯島 雄

12 ACSEN/1 336-0021 さいたま市別所21810 田 口 憲 司 048-865-0371 田口 憲司

13 桜草山の会 336-0015 さいたま市大田窪493 芝 田 信 子 048-881-3306 芝 田 信 子

14 遠峰山岳会 340-0022 草加 市瀬 崎 町 74944 小 沢 直宏 0489-25-5484 小沢 直宏

大宮山岳会 189-000 東京都東村山市秋津町32538 松 崎 達 042-394-8075 松 崎 津

16 大宮岳稜 331-0063 さいたま市プラザ45
四 圧 最

1細 田 昭彦
一

３ ２

一　

２ ０

‐

Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

0486221027・ 同じ 石 黒 明

17 さいたま市役所山岳部アルピナ 330-850
さいたま市大門町31さいたま市役所
大宮総合行政センター障害者支援課

048-647-8118 細田 昭彦

18 R大官 工場 山岳部 364-0033 北本市本町5135 トリ1晃 10 048-591-1375 小 川 晃

19 信越ポリマー山の会 306-0313 茨城県猿島郡五霞町元栗橋3347 山口 定男 6 0280-84-2396・ 2977 清水 満

自衛 隊 山岳同行 会 331-0047 さいたま市指扇332715 中澤 環 11 048-623-7165 向井 芳夫

山と自然を楽しむ会 331-0043 さいたま市大成町3543 細田 倫範 048-663-0028 原 秀 夫

桶川山の 363-000 桶川市加納20846 上原 正 048-728-6159 上原 正

深谷 山岳会 366-081 深 谷 市人 見21041 武井 正男 0485714785・ 5714917武 井 正男

たらつぺ山の会 369-020 大里郡岡部町大字岡3184 IFR田 文男 0485857370・ 同じ 1坂 田 文男

熊谷 アルムハイキングクラブ 360-001 熊谷 市上 之 11162 小 高 英雄 16 048-522-5218・ 同じ 小 高 英雄

8_y稜 山岳会 360-0833 熊谷 市広瀬 825 宮田 征治 048-524-3620 宮田 征治

熊谷山岳会 360-081 熊谷市石原22015 長谷川 茂 048-523-1223 長谷 川 茂

熊谷岳友 360-0164 熊谷 市場 井6751 石川 義伸 6 048-536-1240 湯本 昇

熊谷 山旅 会 360-0833 熊谷市広瀬800H8 熊谷 季久 17 0485214495。 同じ 熊谷 季久

秩父山岳会 368-0033 秩父市野坂町2168 新井 重夫 0494-23-6851 町 田 米作

3 恵流峰会 368-0105 1秩父郡小鹿野町1ヽ鹿野 1925 逸見 照三 0494-75-3464 中村 正男

埼玉県警山岳会 368-0024 秩父市上富地町292秩父警察署内 0494-24-0110 茂木 章

キャノン電子山岳部 369-187 秩父市山田267534 斉 藤 誠 15 0494-24-9526 Jヽ 田 真弘

吉 田山 岳会 369-1503 秩 父郡 吉 田町 下吉 田38171 宮本 功 27 0494-77-0092 井上信太郎

両ネ申山岳会 368-0292 秩父郡両神村大字薄2906両神村役場内 0494791122・ 791200磯 田 方男

岩桜登高 368-0023 秩父 市大字大 官 53611カフェ・サウダープ内 小池 栄次 11 0494-24-0039 小池 栄次

本庄 山の会 367-0212 児玉 町児 玉20638 黒沢 猛 6 0495-72-5304 井 古 田 思タ

草加山岳会 340-0006 草力日市人幡町177 浅井 昭 0489-31-3803 浅井 昭

幸手山岳会 340-0145 幸手市 平須賀 1742-1 金子 松美 15 0480-48-0916 永沼 勇

槻 (けやき)岳友会 339-0075 岩槻市金重109108 仙波 義雄 14 0487574155・ 同じ 大平 征 徳

越谷市山岳会 343-0826 越谷市東町35001 鈴木 正 0489-85-5092 黒田 重晴

春日部東部登高 344-0032 春 日部 市備 後東 7131 及 川 五郎 17 048-736-5228 森 宏 克

春日部市役所ハイキング部 344-006 春 日部市中央62 土屋 正 昭 7 0480-62-7152・ 同じ 計 良 寿彦

奥武蔵ワンダーフォーグル 357-0036 飯能市南町626 新井 宏司 9 0429724375・ 同 じ 新井 宏司

新電 元 工業 山岳部 357-0036 飯 能 市南町 103新 電元 工業 (株)内 12 0429-71-1161・ 1164 澤 田 正 博

エコー山の会 59-004 所沢市中新井4812 金森 広昭 042-942-4888 金森 広昭

所沢市役所山の 所沢市並木111所 沢市役所市民課 粕谷 隆 夫 042-998-9087・ 995-31 粕谷 隆夫

本 田技研 むさしの会 山岳部 350-1334 狭 山市新 狭 山 1101本 国技研 狭 山工場 内 10 042-953-4111 河原 稲 人

東松山山の会 355-0025 東松山市幸町123 松崎勝治方 0493-23-1022 松崎 勝治

路草山岳会 355-001 東松 山市松葉 町336 福 田 義 夫 0493-22-0734 大沢 靖一

51 ボッシュ山岳部 355-0028 東松 山市箭 弓町 3-13-26ホ ッシュオート‐ テイフシステム内 2 0493-22-5550 柳 康彦

山学会 355-0004 東松山市沢口町282 大 島 祥喜 6 0493-24-0866 大 島 祥 喜

毛 呂 山山岳会 350-0443 入間郡 毛 呂山町長瀬 2052 平野 新 0492-94-2391 平野 新一

森の童夢創 造センタ 338-0805 さいたま市針ヶ谷136第 6与野ハイツ201 池 田のぶ子 048-825-4907 横山 伊佐

城西大学体育会山岳部 352-0248 坂戸市けやき台11 17 0492-86-2233 関 正太 郎

玉医科大学ワンタ
｀
―フォーケ

・ル部 350-045 入 間郡 毛 呂山町毛 呂本郷 38 0492-76-1108 西条 聡
57 山岳同人埼玉 59-1145 所 沢 市 山 口1937 柳 下 明男 042-924-2927 尾崎 正義

小川 山の 55-0321 比企郡小川町大字小川11122 保 功夫 10 0493-73-0451 森 田 富 夫

調
無名 111塾

蒼山会

豊島区南大塚1538撰事務所内        |
川越市的場7667~~~            | 一白 ‐一̈

03-3942-0087       1

0492-32-7757        1 瘍一串
山一

関

戸 田山 の 戸田市新曽南2511 21 048-442-0833・ 同じ 岩崎 繁夫

蓮 田山の会 349-0104 田市緑 町21211 可ヒ谷 潔 7694692・ 同じ 熊谷 潔
６３

一
６４

石つころの会

江南山の会

362-0037 上尾市上町1917長 村昭男 13 048-772-2156 澤田 光昭

360-0003 熊谷市下川上13842 J/1澤 吉伸 048-523-0962 大 島 啓治

高体連 登 山専 門部 331-004 さいたま市指扇3522-20 II田 伸一 048-622-8336 森「 健七郎

文教 大学 山岳 同好会 343-0804 越 谷 市南荻 島 3337 0489-74-8811

埼玉大学ワンタ
・―フォーケ

ヾ
ル部 336-0825 さいたま市下大久保255 048-852-2111

獨協大学体育会山岳部 340-0042 草加市学園町   _             | 0489-42-1111

駿 河 台大 学 山 inr部 357-0046 飯 能 市阿須 698 0429-72-1111

日本 工 業 大 学 ワンタ
・―フォーケ

｀
ル部 345-0826 南埼玉郡宮代町学園台41

37   1

0480-34-4111

力日′ロスホ
゜
―ツクライミンク

・
クラフ 340-0211 鷲 官 町鷲 官団地 128401 l岡 正 己 0480-58-8288・ 同 じ 矢萩 実

玉緑峰倶 業部 退会        18
1135

平成 14年度加盟団体名簿 200206現在

平成14年 4月 現在

平成14年 6月 改訂
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（山
荘
前
に
て
参
加
者
全
員
）

（埼
玉
県
警
山
救
隊
　
南
雲
隊
長
に
よ
る
請
演
）

５
月
１
８
日

・
１
９
日

に

『自
然
観
察
会
』
が
信

濃
川
上

（わ
ら
び
山
荘
）

に
て
行
わ
れ
た
。

主
催
者
山
口
自
然
保
護

部
部
長
、
中
田
副
会
長
、

大
野
参
与
会
会
長
ら
２
１

名
に
て
研
修
会
を
開
催
。

『山
の
ト
イ
レ
問
題
』
を

テ
ー
マ
に
三
ツ
木
自
然
保

護
部
委
員
長
の
司
会
に
よ

り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

研
修
会
に
て
以
下
の
ア

ッ
ピ
ー
ル
を
確
認
し
た
。

夕
刻
よ
り
懇
親
会
。

☆
山
を
き
れ
い
に
、
ト
イ

レ
を
よ
く
す
る
。　
・
・
・

２
０
０
１
年
松
本
宣
言

☆
山
の
ト
イ
レ
マ
ナ
ー
、

四
つ
の
約
束
。　
・
・
・

日
本
山
岳
協
会

自
然
保
護
委
員
会

平
成
１
３
年
１
２
月
８

日
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
の

中
、
県
警
山
岳
救
助
隊
隊

長
南
雲
氏
に
よ
る
秩
父
警

察
管
内
で
の
山
岳
遭
難
防

止
対
策
と
、
実
際
の
両
神

山
に
お
け
る
救
助
Ｖ
Ｔ
Ｒ

を
基
に
約
２
時
間
に
渡
り

講
演
が
あ
っ
た
。

「事
故
発
生
か
ら
７
０
時

間
に
渡
る
緊
迫
し
た
状
況

の
中
で
の
捜
索

・
発
見

・

搬
送
を
行
っ
た
も
の
」

四
連
覇
を
達
成
し

て

山
岳
競
技
成
年
男
子
監
督
　
小
暮
　
岳
実

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
今
年
は
宮
城
県
を
舞
台
と
し
て
、
蔵
王

町
周
辺
市
町
村
で
山
岳
競
技
が
開
催
さ
れ
た
。

山
岳
競
技
は
踏
査
、
縦
走
、
登
攀
の
３
種
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
３
人
の
選
手
が
２
競
技
ず
つ
に
出
場
し
て
優
劣
を
競
う
。
踏
査

競
技
は
地
形
図
の
読
図
力
と
走
力
、
縦
走
競
技
は
走
力
、
登
攀
競
技

は
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。

に
、
山
岳
競
技
埼
玉
県
成
年
男
子
チ
ー
ム
で
は
、
来
年
以
降
５
連
覇

達
成
と
同
時
に
、
来
る
埼
玉
国
体
に
向
け
て
種
別
入
賞
、
上
位
ラ
ン

ク
入
り
を
目
指
し
練
習
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

最
後
に
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
県
体
育
協
会
お
よ
び
県
教
育

局
指
導
部
体
育
課
の
方
々
、
ご
理
解
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
埼
玉
県

山
岳
連
盟
の
関
係
各
位
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

平
成
１
４
年
１
月

中ス
ポ
ー
ツ
埼
玉
ヽ
２
３
８
号
］

特
集

新
世
紀
み
や
ぎ
国
体

よ
り

今
年
、
我
々
埼
玉
県
山
岳
競
技
成
年
男
子
チ
ー
ム
は
、
登
攀
競
技

に
お
い
て
４
連
覇
を
達
成
し
た
。
最
初
の
優
勝
は
神
奈
川
国
体
で
獲

得
し
、
以
来
、
熊
本
国
体
、
富
山
国
体
そ
し
て
今
年
と
、
登
攀
競
技

で
は
他
県
の
追
従
を
振
り
切
っ
て
優
勝
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
は
ひ

と
え
に
埼
玉
が
誇
る
二
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
福
田

・
佐
藤
両
選
手
の
実

力
と
言
え
る
。

埼
玉
県
は
日
本
で
も
早
く
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
が
建
設
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
県
内
の
登
攀
競
技
レ
ベ
ル
は
他
県
に
比
べ
て
非
常

に
高
く
、
選
手
層
も
厚
い
。
し
か
し
近
年
は
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
発
展
に
伴
い
日
本
各
地
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
が
で
き
、
各
県
も

ク
ラ
イ
マ
ー
を
出
場
さ
せ
て
き
て
い
る
。

今
年
は
、
毎
年
２
位
に
つ
け
て
い
る
千
葉
県
と
接
戦
を
繰
り
広
げ

た
ほ
か
、
大
阪
府
も
日
本
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
制
し
た
選
手
を
起
用
す

る
な
ど
、
登
攀
競
技
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
年
４
連
覇
を
狙
う
我
々
に
は
常
に

プ
レ
ツ
シ
ャ
ー
が
か
か
つ
て
い
た
が
、
山
岳
連
盟
の
方
々
の
応
援
も

あ
り
、
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
戦
え
た
こ
と
も
４
連
覇
達
成
の
鍵

と
な
っ
た
。

私
も
監
督
と
し
て
３
度
目
の
優
勝
と
な
り
、
非
常
に
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国
体
を
通
し
て
自
分
自
身
が
成
長
で
き
た
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。

山
岳
競
技
埼
玉
県
成
年
男
子
チ
ー
ム
は
、
種
目
総
合
で

一
昨
年

２
９
位
、
昨
年
１
４
位
と
順
位
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
走
力
も
、
今
年
は
本
橋
選
手
の

参
加
に
よ
つ
て
こ
れ
ま
で
よ
り
格
段
に
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。今

国
体
で
は
、
種
別
総
合
順
位
は
わ
ず
か
３
ポ
イ
ン
ト
差
で
８
位

入
賞
を
逃
し
９
位
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
今
年
は
踏
査
競

技
が
行
わ
れ
る
最
後
の
年
で
あ
り
、
山
岳
競
技
の
節
目
の
年
で
も
あ

る
。
こ
の
踏
査
競
技
に
お
い
て
念
願
の
踏
査
点
満
点
を
達
成
し
た
こ

と
は
来
年
に
向
け
て
の
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。
こ
の
自
信
を
バ
ネ

事
務
局
短
信

４
月
の
総
会
で
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
４
月

の
土
曜

（昼
間
）
開
催
の
総
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
評
議

員
の
皆
様
に
ご
参
会
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
総
会
後
の
懇
親
会
に
も
多
数
残

っ
て
い
た
だ
き
、

他
会
と
の
懇
親
も
で
き
た
よ
う
で
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
山
岳
年
の
記
念
行
事
や
５
９
国
体
連
合
実
行
委
員

会
も
設
立
さ
れ
、
忙
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

忙
し
い
と
き
は
、
色
々
細
か
い
と
こ
ろ
に
配
慮
が
欠
け
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
注
意
し
な
が
ら
事
務
局
の
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

会
費
の
納
入
等
、
各
会
か
ら
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。尚

、
総
会
後
各
会
の
代
表
者
や
事
務
局
等
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

加
藤
　
｛昌
之

国
占
昌
＞
ＨＦ
♂
“
●
↓只
Ｏ
ｏ
∽
”
∽層
ド
●
ｏ
・」も

編
集
後
記

前
号
発
送
後
、
１
３
号
発
行
ま
で
正
味
ｌ
ヶ
月
間
、
若
干
の
遅
れ

で
す
が
お
届
け
し
ま
す
。
年
間
４
回
の
予
定
で
、
次
号
は
８
月
予
定

で
す
。
情
報
の
共
有
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
出
来
る
だ
け
最
新

の
情
報
を
早
く
お
届
け
す
る
様
に
岳
連
報
を
確
実
に
発
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
報
担
当
　
岩
井
田
　
正
昭

口
‐〓
＞
Ｈｒ
日
いて
ユ
Ｑ
●◎
日
〓

，・ｇ
Ｌ
ｏげ
ｏ
・●
ｏ
」ｏ
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顧問 :

参与 :大沢亮―・井上守司 。野井 篤

北千恵吉 。大野幾雄 。井古田忠男

北田紘― 。新井宏司 。大野好司

平成14年4月現在
平成14年5月 改訂


